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1）通気針が不要， 2）瓶のような重さがない， 3）破損し難い． 4）必要に応じて 2,000～3,000ml
HIROSHI TANIMURA : Total parenteral nutrition and artificial gut of soft portable bag. 
Instructor of the Second Department of Surgery, Faculty of Medicine, Kyoto University, Sakyo-ku, 






















4) これにビタミンとして C,Bi. B2, Niacin, B6, Panthenic acid, A, D, E，葉酸， B12を，ま
た電解質として NaK, Ca, Mg, Ci, P, Znを米国では添加している．本邦では K1CK2）や Cu
も投与している．
5) このようにして， short bowel syndromeなど単に患者の栄養管理のみが問題であるとい
った場合には， Atkinsら（1970年）は自宅での高カロリー輸液を推奨した．以後米国においては，
「自宅における人工透析療法」よりも簡単であるとして， Seattle,North Carolineや LosAn-















見出すことが出来，フランスの Solasso Iの唱えた“人工腸管 artificialgut”というべき段階に，
非経口的栄養輸液は到達し，従来では考え及ばなかったような大きな手術侵襲や長期に亘だ右癌化
学療法も可能となってきたわけである．
